
  

  

 

  

  

  

 毎年５月に行われる運動会を終えると、１年生は「ようやくコマⅡ生らしくなってきた」と言われます。 

 入学してひと月半、新しい環境の中学校生活にも少しずつ慣れ、さらにコマⅡの雰囲気にも心がなじんできます。 

 そんな中、上級生の様々な姿に直
じか

に接する運動会が、１年生の気持ちを高める大切な場となっています。 

 

コマⅡが世に誇れる数々の伝統。何代もの卒業生が大切に引き継ぎ、受け継いできた伝統。 

その筆頭は、「『先輩たちを見習おう！』と下級生に断言できること」でしょう。 

中学生ともなれば、外見や品行に眉をひそめたくなる生徒が目立つようになります。教師側が「あんな先輩みたいになる

な」と指導せざるを得ない場面も、残念ながら他の中学校では見られます。 

でも、本校は違います。 

「先輩たちを見習おう！」――先生たちが心からそう言える学校なのです。下級生も自然と「自分たちもあんな先輩になりた

い、なれるかなぁ！」と思うようになります。そんな思いが代々受け継がれ、コマⅡの誇る伝統となってきたのです。 

 

運動会を例にとれば、練習段階から上級生は手を抜きません。開会式や閉会式の練習だって、だれもが真剣に取り組みま

す。練習時間の後は次の授業に遅れないように、流れる汗をぬぐう間もなく教室に駆け込んでいきます。運動会練習を言い訳

に、授業の手を抜くこともしません。 

事情により今年度は２・３年生だけとなりましたが、例年は１年生も一緒にソーラン節や創作ダンスを踊ります。ゴールデン

ウィークが明けるころから、３年生が１年生のもとを訪れて、それはそれは熱心に教えてくれます（上級生との仲も、急速に深

まっていきます）。 

前日の会場準備から当日の後片付けまで、係生徒がとにかくよく動きます。どの係も「やらされている」のではなく、自分た

ちが運動会を作り上げているという誇りに満ちて動いているのです。ですから全てがスムーズに運営されていきます。 

運動会を通じて、１年生は先輩たちのそんな姿――行事に力を尽くし、行事を精一杯楽しむ姿――を見て、「これがコマⅡ

生なんだ」と身をもって学んでいくのです。 

先輩たちへの尊敬と憧れ――それが多くの下級生の胸に広がり始めるのが、コマⅡの運動会です。 

１年生諸君、君たちにもそんな学びがありましたか？  （この「『コマⅡ生になる』ということ」は、今後も随時
ず い じ

掲載していきます。） 

〇        ●        〇        ●         〇        ● 

去る 18 日(土)、夏の到来を思わせる好天のもと行われた第75 回運動会。当日に向けて、各ご家庭から数々のお力添えを

いただきました。ありがとうございました。お蔭さまで大変すばらしい一日を過ごすことができました。 

 その運動会の様子は次号以降に、生徒たちの綴
つづ

った作文紹介でお伝えしていく予定です。 


